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orld Energy Statistics 2007, IEA ） 。二〇〇七
年四月から二〇〇八年三月末ま の平均電力量不足は九 ・八％、ピーク時間帯の不足率は一六 ・ 六％であった。
　現在の発電能力の内訳は、種別では、国











が誕生し、州の電力の発電・送 ・配電を担うこととなった しかしながら、ＳＥＢが抱える問題により（後述） 、中央政府による発電や民間資本を活用 た発電へとシフトする傾向にあり、第九次以降 五カ年計画にはより一層、明確にその方向性が現れている。
　電力需給の不均衡が顕在化するように
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の州内生産額と電力消費量の間には強い相関がある。 またハリヤーナー州、 パンジャーブ州、グジャラート州といった西部の所得水準の高い州の世帯電化率は八〇％を越えているのに対して、 東部の低所得州、 ビハール州、オリッサ州、ジャールカンド州の電化率は低 。一人あたり州内生産額を所得水準と捉え 世帯電化率をインフラ整備の水準として見た場合、所得とインフラ整備の間に強い正の相関が存在してい と言えよう（図３） 。
　②農村電化　二〇〇八年三月末時点で、インドの農村
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ラの州間、都市農村格差は、経済発展や貧困削減に負の影響を与えることが明らかとなっている。参考文献③は各州のインフラ整備の違いがその後の一人あたり州内生産の水準を決定す と実証している。参考文献④は、インド主要州 製造業データをもとに各州のインフラの供給水準と製造業のＴＦＰの関係を推計し、インフラが整備されている州ほど高いＴＦＰパフォーマンスを示すとの結果を報告している。また貧困削減に関して、参考文献②は、イン ラ整備状況が良い州では貧困削減 速度 速いことを実証し 。これらの先行研究は、インド政府 打ち出す、格差 く万人が成長を享受することのできる「包括的な成長」 （
Inclusive grow
th ）を達成す














二〇〇八／〇九年度末までに中央政府には経常収支赤字をゼロとする制約が課せられ、以降、財政赤字比率は低下傾向 ある。このような逼迫した財政を背景として、インフラ整備を含む開発支出の抑制が行われ一九九〇年代初めには、ＧＤＰ比で九％を越えた政府投資は 二 三 には、六 ・一％にまで低下した。こ ため十分な資本がインフラ開発に充当されず、インド全体としてインフラ供給の成長が低い水準に留まったということが言える。また貧困削減を目的 教育や保健衛生分野での政府支出の増大もあり、一層、開発支出への支出配分が低下したことも影響した。
　州レベルにおいては、低所得州ほど歳入





















メーターの設置不足、そして電気料金の未回収なども赤字を拡大する大きな要因である。二〇〇四／〇五年度の送配電ロスは、電力生産の三一％であった。 主要一六州では、 アッサム州が最も比率が高く、約半分の電力が送配電中に失われている。図４が示すように、一人あたり所得の少ない州ほど、送配電損失が高い傾向にある。州の財政的理由により低所得州では送配電ロスが大きいと見 こともできるが、これらの州における電力公社職員のモラルやガバナンスの低さとも捉えることも きる
であろう。●おわりに
　慢性的に赤字を生む州電力事業体の健全
化が電力部門改革の焦点である。二〇〇三年に「電力法」が制定され、政府は本格的に改革に乗り出した。同法は電力部門における規制を大幅に緩和し、市場原理を導入することを主たる狙いとする。ＳＥＢの再編やＳＥＢがほぼ独占してきた送配電部門への参入自由化 認め、また電気料金 合理化と部門間補助の削減・撤廃など、競争と選択をもたらす条項が含まれて る。すでに一二の州でＳＥＢが分割され など、改革に向けた動きが見られる 、長年 渡り、赤字を垂れ流してきた電力部門の改革は容易でなく、今後の進展が注目される。
　改革の一方で問題となるのが、電力部門
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